








要約：現行のマススクリーニング運営システムにつき、アンケート調査を行い、検査実施

機関からみた問題点について検討した。その結果、以下の点が明らかになった。 

1.検体については濾紙への塗布血液量不十分、郵送までの時間が長いの2点がおもな問題

点であった。2.異常またはその疑いの児が発見された場合、検査機関からの連絡は迅速に

行われているが、治療機関への紹介システムの整備が必要である。3.発見された患児の診

断や成り行きの、検査機関へのフィードバックが望ましい。 


